古典と現代をつなぐ――自主ゼミ活動と二次創作の試み―― by 石井 倫子 & 今西 祐一郎
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る学生、私の能の授業を取っている 3 名ですが、彼女らと数回「作戦会議」を LINE のや
り取りをしながら実施しました。うち 2 名は教職課程履修者なので、自分が高校の教員だ
ったらこういったものが欲しいということを中心にアイデアを出してもらいました。私の
担当は狂言でしたので、どの作品を取り上げたいか、あるいはどういったアプローチをす
れば高校生が興味を持つかということを考えてもらい、その意見を踏まえて執筆すること
を試みました。
その時のメモがこういうものなのですけれども（スライド「『ともに…』執筆のため」）、
まず、狂言の登場キャラの紹介もかねて、最初に「あなたはどのタイプ」式のフローチャ
ートがあるといいのではという話が出て、神とか、太郎冠者とか、大名とかいろいろいる
よねと、私もちょっとは口を出しましたが、基本的には学生たちに任せて「作戦会議」の
場でいろんなことを話し合ってもらいました。その結果、これちょっとネタバレになっち
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ゃうのですが、笠間さんにぜひ入れてくださいとお願いして、今までさんざん描いてくれ
た例の学生、私たちは画伯と呼んでいるのですが、この画伯が描いた診断チャートを入れ
てもらいました。「よく人から頼られるタイプだ」から YES/NO で辿っていくと、福の神
・大名・太郎冠者……といった狂言のキャラクターにたどり着くようになっています。た
めしに法政大学能楽研究所の所員の人たちにやったもらったところ、みんな違うキャラに
なって「良く出来ている、面白い」となかなか好評でした。要するに、狂言はどこにでも
いる人間をテーマにしているのだということの導入としたかったわけです。これを笠間書
院から出してもらえることの意味は大きいと思います。
結局、こういうことって学びの集大成ですよね。協力してくれた学生たちも今度 4 年生
になります。今までやってきたことがこのような形で世に出ることになって、いい経験に
なったのではないかと思いますし、こういう経験は就活にも役立つのではないかとも思い
ます。やっぱり知識を習得するだけではなく、それを社会に活用できる、どんな形でもい
いから還元できる人間を育てることが大事だと改めて思いました。
7． おわりに
ただ、こういった取り組みの問題点としてはやはり、ものすごく時間がかかることです。
今日始めて一週間後にどうこうという話ではないので、長い目で見なきゃいけない。育て
るのには時間がかかりますし、手間暇掛けようと思ったら当然授業の進度は遅くなるので、
文学史もアブストラクトの課題なんてやっていたら当然進まない。だから私の文学史はい
つも新古今時代の歌人たちで終わってしまって『徒然草』にまではとても辿りつきません。
そのあたりは私自身もジレンマで、もっと授業を先まで進めたいという思いもあるのです
が、きちんと文章を理解しまとめる力が身に付けば良いのだと割り切って、学生にも目を
つむってもらっている状態です。
そして、教員の負担も大きいので、大人数の授業では成り立たない。阿尾先生もおっし
ゃったように、20 人くらいだったらなんとかなるけれどもということです。最初に申し
上げたように、文学史は大体 50 人ちょっとくらいですかね、毎回ちゃんと出席してアブ
ストラクトを提出しているのは。それでもこちらは結構いっぱいいっぱいですから、これ
以上受講者が増えたら破綻してしまうでしょう。
学生との相性に左右される部分も大きくて、こちらの誘いに面白がって乗っかってくれ
る学生が多ければいいのですが、そうでないとアウェイ感が強くなってしまう。ここ 2、3
年は波長の合う学生が多かったおかげでとても楽だったのですが、いつもそうとは限らな
いので、学生の様子をうかがいながらその都度微調整をしていく必要があります。ただ、
学生たちは、自分で調べて考えることが日本文学科の学生の本分だと考えている節もある
ので、そうであるのなら、それをできるだけ活かして発信させるような授業を組み立てて
いくということも必要ではないかなと個人的には考えています。
以上、非常に雑駁になってしまいましたが、私の取り組みについてご報告させていただ
きました。ここにプリントアウトして持ってきたのは、文学史の授業 1 回分のコメントで
す。これは授業が終わったあとで 2 日間締め切りを設けて、授業に対して感想なり、コメ
ントなり、質問なりを掲示板に書かせているものです。正直なところかなり負担なのです
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が、アブストラクトの添削がないときはそれにコメントを付けて返しています。授業時間
内ではアクティブラーニングとはいえないけれど、授業外でアクティブであるということ
にはなるでしょうか。とにかくいろいろな情報を詰め込んではじめて、そこから自由に使
える知識が出てくる。どうすれば学生をそのステップにまで引っ張り上げることができる
か、これからもあれこれ試行錯誤しながら模索していきたいと思います。ありがとうござ
いました。
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